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52.陰イ才 ン生成 の新 過 程(543)・53・化 學 反感 に對 す るAτrheni鵬の解釋 の捜 弦(543)・与{・化 學 反
應 を分 子内擴 散 現 象 と して珊 解 し得 る事 に就 て(544)・55・暈 光放 電 に よ る窒 素 の酸 化(545),56.高周
波 葦 光 放 電 に よ る窒 素 の酸 化(545)・δ7・氣 殖 の分'子髄 と共 の收 着 と の闘 係(546).5S.光と觸 蝶 の同
時 作网(ξ岐7).59.觴媒 とX綜 の同 哮 作 用(δ4了).60.接觴 的 有 髭物 貫(5孔7}.6L愚 硫 酸鹽 に ょ る沃 化






































































































































上 田 宗 箪
千 谷 利 三
.堀 内 奏 郎
片 山 正-夫





















片 山 正 夫 喜 多 源 逸 仁 田
入 江 燬 窪 川 眞 男
勇

















































津 田 三 郎殿
圜憩賢跏 塗亙
蒲 网 政 次 郎殴
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昭 和12年12月25日 印 制 鞠 理 化吊 の 進 歩
昭 和12年12月30目 童 行 第11卷 第6韓
こ隔 月 列 行,
鰍 鰍 堀 鴆 償 吉
駅5漸矯大融 理幅撃観冗冨
印 聊 肴 謡 …序 松 之 助
翠挿弔中駅膳陶昂喬r低帰






日 本 物 理 化 斛 研 究 會
暑籖暮巖鷸 振溜・京娜7蕃
岩 波 書 店
束凱市齢皿聾一ツ扇ニノ三
丸善 株 式 會 肚 京 都 支 店
ゑ矗愈中眠路三絡賦星町
◇ 本踏に闘ナる批鮃,注 窓,要 求等は京都帝賭大學袖理化學研究室内,窪川眞男宛に願ひ塞ナ.




































































賛 助 會 負 各 位
慮■ 「確





謹 啓 時 下 愈 々 御 清 穣 大 賀 の 至 り に 奉 存 候
陳 者 先 般 ロ 本 物 理 化 學 界 全 般 の 絶 大 な る 御 支 持 の 下 に 設 立
仕 候 日 本 物 理 化 學 研 究 會 の 儀 に 關 し甚 だ 勝 手 が ま し き 御 贊.
助 方 御 願 申 上 候 處 下 記 の 如 く各 方 面 よ り多 激 の 御 後 援 を 賜
o感 銘 の 極 に 有 之 候
先 は 右 御 禮 迄 如 斯 御 座 候 敬 具
昭 和 十二 年十 一 月
日 本 物 理 化 學 研 究 會
事 業 資 金 寄 附 者 芳 名
(L㎜圓以上,申 込順)
























藤 井 榮 三 郎 殿
堀 場 信 吉 殿
・上 畠 五 一 郎 殿




大 日本 塗 料 株 式 會 沚 殿
堺 化 學 工 業 株 式 食 刺:殿
白 石 工 業 株 式 會 沚 殿
龜 田 利 吉 郎 殿
木 俣 泰 清 殿
蒲 田 政 治 郎 殿
東 京 電 氣 株 式 會 庶 殿
津 田 三 郎 殿
瀧 野 孫 二 殿
金 季 洙 殿
わ か も と 本 舖 殿
川 西 槻 械 製 作 所 殿



























































噂'ず...鹽..一 　 .一.,...-..'層 一'..「,・7「1'--・.
物 理 化 学 の 進 歩Vol.11nNo.6(1937).
ロ ロ
毒舞鑑
纛 豊穫欝畿 籌鷺羃钁 鑑 靭 セ 篭靠
.諸 他棚 ㌧轡 ・鋤 輸 態騨誌・・拔萃・晦 ・ ∴
筆砧 オ ㍉ 獅 シ會費(年一勵 一テ韻 ニノミ頒布ス
引 擁 囎 羸 輪 ・・目的・以…紬 ・纛黻 癩 さ・
ボ'・.服 ・r欄 」及ビ「吾國≠於 ケル物理化學研究 ノ抄録」・蝋 。.(會嚇 二圓)'S
険 熱 轡 幽::騨鋼 ・一 餐q噂・轍 ・・奪・一:1鱒
篇 、.レ タ ≒ ・ii'・・':'"iFl…,・,
暗聾}∴ 驫 晦 領收i感。∴鹽 躍
り



















鞍 勝」 轟 .,雄
　



















河 合 万 魯 篭
`
牧 島 ∵ 久鴇 雄.、.1.大1.磨景 利 ・ 石 齲川 朝 邦
tlJ◎
小 川1嘉 三 郎
.西職 隆 ボ 油 中 皐 糴
ll.11ヒ逸 庚昼 渡 邊 孝i章













村 井 』寅 助1















田 浸 振 太 邸r
水 渡 英 二 。 倒
も

























柴田桂太 大河内正敏 小泉 丹
坪井誠太郎 圭任石原純
自然 科學の進 展 目ざま しく,薬 界の活躍釜 々盛 んな らん とす る時,苟
も之 に心 を寄す る入 々は 自然 科學杢般の不斷の情勢 を知 るべ き何等か
の機 關 を必要 とす るで あ らう.
本誌は英 のNatロre,米のScience,佛のRevueG6116raie,獨のN巳正ur-
wisse隠sch姐en等使命 を同 じうす るもので あつて發刊 以楽7年の歳 月を
閲 し,藪 に全 く我國唯 一の一般 肖然科學雜誌 と して の内客 ・體裁 ・撻
威 を具 ふ るに到つた.學 徒諸士 は本誌.によつて初 めて 各 自に必要 なる
硯野を.得られ るであ らう.
1月 號 内 容 梗 概
卷 頭.
現 時 局 に於 け る科 學 獎 勵 の意 義
寄 讐
自然 現 象 に現 オした る輩 期的 桂 歌 渦 の一 例(小 口八郎),晋 波 に よ る煙 の 沈澱(瀬 谷毒 .
夫),.硬骨 魚卵 の孵 蟲 孔 の 形 に就 て(内.国悪 太 郎)7銅 細 胞 卻 ち鋼 に寮 め る發 生初 期
の血 球 の 實 在 を謹 明 す(高 擠 實)1ア ル カ リの稀釋 に ま る 纖 維 素 試料 の 一 分匆 法
(齊識 一),油 脂 の 凝 固點 を電 氣 的 に變 更せ しむ る現 象 に親 て(.尾孵 期 男),細 菌 の.





坪 井 誠 太 郎1輝 石 の岩 石學 的 研究.
飯 高 一.郎.:微粉 末 粒 度 の決 め方 と表 し方
學 界 展 望'
木 下 三 郎=成 長 累
須 田 昭 義 乙ぶ跏σ麟 川声∬ 發 見及 び 研 究 の顛家
科 畢 雜 纂'
桑 木 或 堆:RUIhcrfoτd卿へ の追 憶
柴 田 堆.次:.科學 滿 洲 讐見
小 泉 丹 ・;ジヤバ族 行 スケヴチ(1.)
研 究 室 概観 .
柿 岡 地磁 氣觀 言麺o所
術 語 檢 討
ローマ字 の呼 び方 に就 て
新 刊 書 一研 究抄 鋒 一 斜 學 時事 一畢 會 及 個 人滑 息
搬行所 皇.聽竺蹙 岩 波 書 店
















































:京都 帚 國大 學 日本化學纖維研究所 櫻 田 一 郎 氏 編輯
大阪帚大理學部 纖 維 科 學 研 穽 所 呉 帖 吉 氏
繊 維 闢係 の外 國重 要文獻 を 出來 多丈 け忠賢 町嚀 に譯述 解 説 して一般繊 維 研
究好 學家 に御頒 ち した い ご思ひ ます
文獻 は新 奮 を問 はす繊維 の研 究に對 し重 要 な る もの を撰 定 して歴史的 な も
の も叉嶄新 な もの も之 を網 羅 して行 く考へ で あbま す。
即 ちHerzog,SponslerDoτe,MeyerMark,Hc55Trogu5,Ka【z.Andre静,
'
F【cuden』erg,StaudingerAstbロry等の纖 維科 學 に關す る基 礎的 な重要論文 は
勿 論Osヒー 派 の酷酸纖 維素 に關す る研 究Heuseτ,Ra蜘w,Li《騨 等 の ヴィス コ
ー スに關す る研究 其の他 化學纖 維 に關す る各方面 の重要文 獻 を集録 す る豫定
で あbま す。(發行 主意及 内容 見本賂 呈}
毎 月一回二十 日發行 菊版約60頁 定價 一册60銭(淦 料2錢)
但 し一年分前金6圓 也(逾料共)尚一年前金佛込御注文の方
へは綴込表紙を逾呈す
發行所 纖 維 文 獻 刊 行 會
大阪市西區京町堀通一丁目 書蕊紡織雑誌瓧内









































































.蔑 疉 ・.,㌔ 冉L' 」 ・一.・;鶏.r 隔 」1
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日 本 化 學 會
丁
(明治「卜一年四 月來瑳化學會 トシタ創立)














月刊一册鱸 圓'一箇轍 拾貳圓覦 共)露
B皿L叫0「 丁肬C肬 剛(A～SOCI匠τY9「攤 璽緊.
月刊一册金五拾錢・一箇年前金六圓(郵税共)尺
購 讃 希 望 の 向 は 邦 交 會 誌 の 方 は







に 申 込 ま れ た し。
■
'宀 噌






¶ 第 十 五 燦 常會は曾務報皆及畢衛講演等の爲め四八兩月を除き毎児之を開 く(以下略)
一)'斯 ・階 鰍 ・蝿 癬 ・月之・…1蝋 庸"・ 斡 ・
本會は毎月一囘1亅本化學曾誌を發行す、.日本化県魯誌は之を邦文及歐文の二種に.分っ第二十二憮り
1細 則第二十六絛 曾「誌には報文s綜 説、抄簸、雜瞭、寵事等の欄を殺 く但し欧交含誌は報交を主 と寸P
一物+三 矇 働 ・鯲 帆 ・・麟 普及の目的を以・之轍 ・ 霎 ♪
箪二十四{条曾費は一箇年金拾圓とす
第二十六峰 會費は入飽 可の月 より納むへ し ち
噛 細則第三十三絛 會費は毎年四月及ひ十月の二期に於τ串年分宛(四 月よb九 月まτの分をpa月1:、十." o網'
●
4日 本 化 學 會 規 則 摘 要
■'
第 二 條 本會は化學の蓮歩及ひ普及を圜るを以て目的とす 、 、 ラ
秘 壅。倉畚欝 譲籌 驟 こる醐 畔 へし似下略)囎 ・'冒一 化學若 丸a牝學騒密椄の闘係ある箪科を修 珍又は有盆なる研究治文 を公にしたること,囗
;一 鰹 上騎 の囎 を舉 け若 くは化學工擲 二耡 τ責働 碓 置1、立雛 ること
・ 一 化學 に密接なる關係を有する法人夂は これに桐當する閣髏たること'
第 六 條 λ會 を望ひ者は曾莨二名の紹介を以τ學歴等を紀入 したる申込畜を倉長に差出すへ し、其の.
,9
月よう翌年三月まτの分を十月に)徴集す(以下略)r
-L繝 第竍 醺 艙 者の曾皿醸 際膕 を脚 舗 分を磯 す ・ ・
「
'1。1皿 ∴}...冖一 ぞー繍 攤 「㎝筏 デ「;皿へ∴ 引.靹量
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:御入會を勸む:黶 劉
霪熨日本化學研究轜 主幹 驟博士 眞 島 利 行
鬆i、.F「1■
???
第2集 第12卷 第1號 　ll和3年1膿彳f(月刊)
本 邦 最 新 の化 學 的 研 究 の 交 献
一般化學 ・物理化學 ・無機化學
有機化學 ・生化學 ・農化 ・應用化學其他 に關す る
韈盗日本化學總覽 覺璽
會 費 (1ケ年 分)(2回 に分納 し得)
甲 種 粥1測 贓 配布)金9圓74錢r靴 學曾員及學生 金8圓10錢 〕
乙 種(索 引を配布す〕 金8圓74錢 〔各鰺 韻 及學～1・金7圓20錢 〕
入曾御希翦の方は倉費1ケ年分ヌ.は牛ケ年分を御邊b
下されば手黷一切完了致します。
近 日本 化 學 總 覽 第一集第 七卷
四 六 倍 慰{686頁 定 價12.50遘 料1[.4δ
刊 柚 、,輝 燃 餓 他。鞭 。。1の惣 、,。版せ,.大。
14-15年聞の一般化學的理論の外,糶,醫,農,工 粟廣汎に至る本邦化擧者の
眞摯なる研究報告及特許等の抄鑠を集載 し精細なる索引を附せ り。本書により正
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主 筆 工學博士 喜 多 源 逸











〔102]合成 ゴ ム概 観
工學博士
エ ラジ駿 に競 い て … … … 工 學 士

























第 乙 卷 第12號
[K円有戀化合物に對する苛性アルカリめ作用 工 學 士 小
[10δ]溶液吸牧 スペクトルよ.り見たる有機分子化合物 工學博士 堀
[106]タン 昌 ン材 に關 ナ る研 究(V)タ ン ニ ンの合 成 に款 い て…工 學 ま 上















京郷 市 宙 田 京都帝國大學・




































































京 都 市 左 京 暉 吉 田 本 町32番地
電話 ・上③195ア握替 ・大阪74984
特;殊御 注 文 品 製 作
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コ 三 オ 活 和 各
ロ
色 フ 版 洋 種
嶺 者噫
プ ト版 簿 物
印 印 印 印 製 印
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